
令和７年５月吉日 
関係各位 

第４９回九州地区難聴・言語障害教育研究会  
熊本大会会長 大竹 弘祐 
（熊本市立慶徳小学校長） 

 

第４９回 九州地区難聴・言語障害教育研究会  熊本大会（第２次案内） 

 このたび、第４９回九州地区難聴・言語障害教育研究会熊本大会を開催いたします。 
 つきましては、難聴・言語障害教育担当者および関係者、保護者、医療・保健福祉関係者など、多
数ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

１ 大会主題  「これからの難聴・言語障がい教育のあり方を考える」 

        ～子どもや保護者のニーズに応える支援や連携をめざして～ 

２ 大会趣旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 主催  九州地区難聴・言語障害教育研究会  熊本県難聴・言語障がい教育研究会 
 

４ 後援  熊本県教育委員会   佐賀県教育委員会  福岡県教育委員会  大分県教育委員会  

鹿児島県教育委員会  宮崎県教育委員会  長崎県教育委員会  沖縄県教育委員会  

熊本市教育委員会   北九州市教育委員会 

       熊本県内難聴特別支援学級および難聴・言語障害通級指導教室設置市町村教育委員会 

八代市 水俣市 玉名市 天草市 山鹿市 宇城市 合志市 大津町 菊陽町  

南小国町 御船町 益城町 甲佐町 芦北町 多良木町 

全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会   公益財団法人日本教育公務員弘済会熊本支部 

       熊本県特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会  熊本県特別支援教育研究会 

NPO法人全国ことばを育む会  熊本県ことばを育てる親の会 熊本県聴覚障害者（児）親の会 

一般社団法人熊本県言語聴覚士会  NPO法人熊本県難聴者中途失聴者協会  熊本言友会  

（順不同） 

５ 期日  令和７年 ８月７日（木）～ ８日（金） 

６ 会場  １日目）市民会館シアーズホーム夢ホール（熊本市民会館） 

〒８６０‐０８０５ 熊本市中央区桜町１番３号     Tel ０９６‐３５５‐５２３５ 

２日目）市民会館シアーズホーム夢ホール（熊本市民会館） 

熊本市国際交流会館 

〒８６０‐０８０６ 熊本市中央区花畑町４番１８号   Tel ０９６‐３５９‐２０２０ 

近年、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の取組が進めら

れています。このような中で、障がいのある子どもの自立と社会参加を見据え、一人一人の教育的ニーズに

的確に応える指導を提供できるよう、学びの場の整備、特別支援教育に携わる教師の専門性の向上、ICT

技術の活用、関係機関との連携による切れ目ない支援体制の整備等を進めることが求められています。特に、

特別支援学級や通級による指導を担当する教師及び特別支援学校の教師は、全ての教師に共通して求められ

る基本的な知識技能を上回る専門性を身に付けることが求められており、そのためには、研修の充実が必要

とされています。 

本大会は、昭和５１年に第１回大会を熊本で開催し、今年で４９回目を迎えます。これまで先輩たちが築

き、研鑽し、繋げてきた本大会は、子どもや保護者のニーズに応えられる支援のための知識を深め、高い専

門性と指導力を身に付けることができる貴重な研修の場の一つであると考えます。令和２年からのコロナ禍

を経て、対面での研修が復活していく中で、その有効性、大切さを改めて実感することができました。 

今大会でも、九州各県の会員や関係者が一堂に会し、教育実践の成果と課題について研究協議を深めるこ

とは大変意義深く、これからの難聴・言語障がい教育のあり方や果たすべき役割について考えていく機会と

したいと思います。 



７ 日程 
 《１日目》 ８月７日（木）   

１２：００～１２：５０ １３：００～１４：００ １４：１０～１６：１０ １６：２５～１７：１５ 

 

１８：３０～２０：３０ 

受 付 
開会行事 

九難言総会 

全体会 

（ 記念講演 ） 

各県代表者会 交流会

（ホテルメルパルク熊本） 親の会代表者会 

 
《２日目》  ８月８日（金） 

 

９：３０～９：５０ １０：００～１２：００ １２：００～１３：００ １３：００～１５：１０ １５：１０～１５：３０ 

受 付 
分科会 

（ 提 案 ） 

昼 食 

（分科会打合せ） 

分科会 

研究協議 
ミニレクチャー 

閉会行事 ９：００～９：５０ 

分科会打合せ 

 
８ 記念講演 

 【 演題 】子どものことばをはぐくむために 

      －「きこえとことばの教室」が 教えてくれたこと－ 

       

 【 講師 】東京都世田谷区立烏山北小学校 きこえとことばの教室 

主任教諭  阿部 厚仁 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和５９年度江戸川区立中小岩小学校「きこえの教室」に就任以来、江東区立南陽小学校「こと

ばときこえの教室」、世田谷区立駒沢小学校「きこえとことばの教室」の担当を経て、現在に至る。難

聴・言語障害教育に携わりながら、通常の学級に在籍する「ちょっと気になる子ども」への支援も学

級担任・保護者と協力しながらすすめてきた。全国の「きこえとことばの教室」の先生たちの研究組

織体である「全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会（全難言協）」の元事務局長として、特

別支援教育における難聴・言語障害教育や「通級による指導」の充実に取り組んできた。 保護者

や子どもたちからの信頼が厚く、教育、子育て、難聴・言語教育の指導者養成など、様々な講演を全

国で行っている。 

主な著書 

『ことばの先生のことばあそび絵本１ あいうえおばけ』（少年写真新聞社） 

『ことばの先生のことばあそび絵本２ よういどん』（少年写真新聞社）   

『ことばの先生のことばあそび絵本３ シロクマのラジオたいそう』（少年写真新聞社）  

『つまずきを乗り越えることばの指導』（共著・学校図書） 

『ふしぎだね！？言語障害のおともだち』（編集・ミネルヴァ書房） 

『クラスが変わる ハッピー・コミュニケーション～学校生活編』（小学館） 

『子どもが変わる ハッピー・コミュニケーション～家庭内編』（小学館） 

『ことばの不自由な人をよく知る本』（監修・合同出版） 



９ 分科会 

分科会 提案・司会 提案内容 

第
１
分
科
会 

「構音」 
《テーマ》 
  構音に誤りのある子どもを
どうとらえ、どう連携し、
どう支援していくか 

 
【助言・ミニレクチャー】 
こぞの言葉のクリニック 
代表・言語聴覚士 

 小薗 真知子 先生 
 

長
崎
県 

【提案】 
平戸市立紐差小学校 
教諭  末永 悦子 

【司会】 
平戸市立生月小学校 

   教諭  曽川 美幸 

小1〜2の2年間通級した児
童。歯間化構音のため、口元
や舌のトレーニングを取り
入れ、歯間化構音の改善を目
指した指導実践報告。 

宮
崎
県 

【提案】 
日南市立南郷小学校 

   教諭 上村 聡子 

【司会】 
串間市立有明小学校 

   教諭 春山 咲希子 

小2女児。小1より通級開
始。サ行音→タ行音、ザ行音
→ジャ行音に置換した児童
への指導経過の報告。 

第
２
分
科
会 

「吃音」 
《テーマ》 
吃音のある子どもをどうと
らえ、どう連携し、どう支
援していくか 
 
【助言・ミニレクチャー】 
九州大学病院 
耳鼻咽喉・頭頸部外科 

助教 菊池 良和 先生 

沖
縄
県 

【提案】 
名護市立屋部小学校 

   教諭 當山 泰子 

【司会】 
名護市立名護小学校 

   教諭 比嘉 昌代 

吃音に関する研修や書籍、経
験等から学んだことを形に
し、５年と４年の男児２名と
取り組んだ約２年間の実践
の報告。 

大
分
県 
【提案】 
日田市立日隈小学校 

    講師 伊藤 英二 

【司会】 
大分市立金池小学校 

   教諭 田島 聖美 

小６女児。小３から通級。吃
音症状を気にし過ぎず積極
的に活動する。中学進学後も
前向きに過ごせるよう指導
してきたことの報告。 

第
３
分
科
会 

「言語発達」 
《テーマ》 
言語発達に課題のある子ど
もをどうとらえ、どう連携
し、どう支援していくか 
 
【助言・ミニレクチャー】 
熊本保健科学大学 

リハビリテーション学科 
言語聴覚学専攻 
教授 井﨑 基博 先生 

熊
本
県 

【提案】 
熊本市立碩台幼稚園 

    教諭  西口 武宏 

【司会】 
熊本市立碩台幼稚園 

   教諭  橋本 奈那 

発音が全体的に不明瞭な年
長児。幼児がもつ興味・関心
を活かした音韻意識の育ち
を促す指導の報告。  

鹿
児
島
県 

【提案】 
薩摩川内市立亀山小学校 

   教諭  木原 美奈 

【司会】 
南さつま市立加世田小学校 
教諭  岩 奈津子 

小１男児。共有体験を通して
コミュニケーション力の向
上をめざした１年間の取組
についての報告。    

第
４
分
科
会 

「聴覚」 
《テーマ》 
聴覚に障がいのある子ども
をどうとらえ、どう連携し、
どう支援していくか 
 

【助言・ミニレクチャー】 
長崎県立ろう学校 
校長 坂本 志子 先生 
 
 

佐
賀
県 

【提案】 
嬉野市立吉田小学校 

    教諭  岡 知子 

【司会】 
有田町立西有田中学校 

   教諭  谷上 佳純 

小3児童。小1より難聴学
級在籍。発音、発声がはっき
りせず、語彙が不十分な児童
への支援と指導についての
報告。 

福
岡
県 

【提案】 
福岡市立壱岐東小学校 

    教諭  片山 好美 

【司会】 
福岡市立博多小学校 

   教諭  進藤 直樹 

難聴児の自己理解と環境調
整について通級での実践紹
介。それぞれの指導内容と通
級職員として担任や行政と
の連携を通して行った実践
の報告。 



１０ 大会参加申し込み 

右の申し込みフォーム（QRコード）よりお申し込みください。 

申し込み期間は、５月２２日（木）〜６月１３日（金）です。 

 

 

 

※申し込み後のキャンセルは、事務局へメールにてご連絡ください。 

キャンセル料は次の通りです。（クレジットカードでお申し込みの場合のみ、返金いたします。） 

  

  

 

 

 

【大会開催中止等の場合】 

◆ 台風接近等で大会を中止したり、日程を変更したりすることがあります。８月４日(月)正午頃

にイベントペイの配信メールにてお知らせします。具体的な対応については、８月５日（火）

夕方に再度お知らせします。返金がある場合は、クレジットカードでお申し込みの場合のみ返

金いたします。 

  

１１ その他 

○ 各県代表者会について 

大会１日目、全体会終了後、熊本市民会館会議棟２階第９会議室にて行います。九州各県の 

会長及び常任委員の出席をお願いします。各県から必ず１名はご出席ください。 

○ 各県親の会代表者会について 

大会１日目、全体会終了後、熊本市民会館会議棟２階第８会議室にて行います。九州各県の 

親の会の代表者の出席をお願いします。 

○ 交流会について 

大会１日目18:30〜20:30、ホテルメルパルク熊本にて行います。会費は7,500円です。 

当日の申し込みはできませんので、大会参加お申し込みの際、合わせてお申し込みください。 

○ 書籍販売について 

大会２日目（9:00〜14:30）、熊本市国際交流会館４階第２会議室にて、教材や書籍、親の

会冊子等の展示・販売をいたします。ぜひ、お立ち寄りください。 

○ 大会ホームページ https://nangenkenkumamoto.wixsite.com/my-site 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会参加費 ４,２００円 大会要項代・手数料を含みます。 

１日目交流会 ７,５００円 
18：30〜 ホテルメルパルク熊本にて  

当日のお申し込みはできません。 

２日目弁当 
９２０円 

（お茶付） 

当日の弁当販売はありませんので、 

事前にお申し込みください。 

取消日 ７月１８日（金）まで ８月４日（月）正午まで ８月４日（月）正午以降 

大会参加費 ２２０円 ２,２００円 ４,２００円 

交流会 無料 無料 ７,５００円 

弁当 無料 無料 ９２０円 

大会に関するお問い合わせ・連絡先 

第49回九州地区難聴・言語障害教育研究会 熊本大会 事務局 

熊本市立健軍小学校 きこえとことばの教室 

教室直通TEL・FAX 096－331－1534 

Email：kyunangenkenkumamoto@gmail.com 

大会会長 大竹 弘祐（熊本市立慶徳小学校 校長） 

事務局長 中石ひさ子（熊本市立健軍小学校） 

 

大会参加申し込みフォーム 

https://nangenkenkumamoto.wixsite.com/my-site

